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生命科学科の紹介



1.生命科学科はなぜ医学部にあるの？

2.医学部にあるメリットは？

3.生命科学科では何ができるの？

4.卒業したら何ができるの？

5. Let’s Enjoy Science !
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Tottori University Faculty of Medicine 

医学部の沿革

・医学の基礎知識を身につけた「生命科学研究者」を養成

・研究者、医学とその関連領域との橋渡しを担う人材の育成

・そして人類の健康と幸福に貢献すること

1893年（明治26年） 鳥取県立病院米子支部病院として開院

1949年（昭和24年） 新制 鳥取大学 医学部が発足

1951年（昭和26年） 鳥取大学医学部附属病院と改称
米子医科大学厚生女子部を医学部附属看護学校と改称

1975年（昭和50年） 附属看護学校を医療技術短期大学部へ改組

1990年（平成 2年） 生命科学科設置（国立大学初の医学部に設置）

・
・
・

・
・

（なぜ医学部に？ その目的は？）
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１） 「生命（いのち）」の現象、その不思議さ・謎を
科学的な視点で解き明かし

２） その成果を医学、農学、工学分野などに応用し、
人類の幸福と福祉に貢献する学問分野

生命科学とは

社会貢献

知識
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【教育理念】
鳥取大学医学部は、医学科、生命科学科、保健学科 がお互いに

連携を取りながら、生命の尊厳を重んじるとともに創造性に富む

医療人や生命科学者を養成する

【教育目標】

生命科学科では、生命倫理を尊重するとともに、

基礎医学と最先端の生命科学を修得し､医学とそ

の多様な関連領域の研究者 や両者の橋渡し役

を担う専門的職業人 を養成する

医学部 理念と目標
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生命科学科 医学科・保健学科

研究者（科学者） 医者・看護師（医療者)

「未来のための医学」

：将来への投資・成果の積み重ね

「実践のための医学」

：目の前の患者の救済

•研究者だけでなく、研究経験・知識を

活かした様々な職種で活躍可能

•適切な教育・トレーニングを受け、国

家試験に通ればプロとして活躍可能

•オリジナリティ、好奇心が重要
•研究成果は積み重ね．将来的に人類
の幸福につながれば喜びは大きい

•人の幸福を願う崇高な精神
•「医療とは人類への奉仕」を具現化．患
者と強い信頼関係構築の喜びがある

生命科学科と他学科は医学研究の両輪
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知の実践知の創生

・研究者と医療者との提携・連携
・基礎研究と臨床研究の継続的な循環

持続的な医学の発展が可能に！
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①稀有な医学部にある生命科学科
・医学部にある生命科学科は、本学科が全国で初

（他大学の生命科学は工学、農学、理学を母体としている）．

・本学科は人の命（生命）を本筋から捉え医学部に設置．

・基礎医学や臨床系の講義、医学科や保健学科との合同講義も有．

②未来の何万人もの命を救う研究
・医師の養成ではなく、基礎医学や最先端の生命科学の研究者を育成．

・目の前の患者の命ではなく“１０年後の数万～数億人”の命を救うための研究を行う．

・未来の新しい医療に貢献できる人材を育成．

③優れた環境で研究に注力
生命機能研究支援センター（遺伝子・動物・放射線分野）や染色体工学研究センター

（染色体工学技術を用いた先端的研究）を設置し、充実した環境を整備。毎年８０％以上の
学生が大学院に進学し、専門性を高め研究活動に注力。

④四半世紀におよぶ伝統の学科
設立の１９９０年から30余年。一期生からすでに1,0００名超が卒業。
大学や研究所の研究者、製薬や食品関連企業の研究・開発職等として活躍中。

生命科学科の特色・特徴 「入学センター資料」改変
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卒業生
1,004名

修士
570名

博士
151名

～令和元年度 累計～

１年生：鳥取キャンパスで学びます

２年生：米子キャンパスへ移り、多数の専門講義を受けます

３年生：学生実習で研究の思考・手技、プレゼンテーション法
等を学びます

４年生：専攻した研究室（医学科、保健学科からも専攻可）で、
専門研究を実施し、卒業研究をまとめます

多くの学生が研究を極めるべく（研究者として
のスキル等習得を目指し）大学院へ進学します

生命科学科の４年間
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生命科学科の７つの分野

分子生物学 細胞ゲノム機能学 発生生物学 実験病理学

分子細胞生物学講座 生体情報機能学講座

免疫学 ゲノム医工学 神経科学
染色体の働き

「医学部パンフレット」より
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生命科学科と連携する研究施設

先進医療研究センター
＆

研究基盤センター

総合研究棟
（生命科学科研究室•医学科基礎系研究室）

染色体工学研究センター

生命科学棟

とっとりバイオフロンティア とっとり創薬実証センター
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平成２７年-令和元年（過去５年）

学科卒業生の進路・就職先

本学大学院他大学大学院

就職

その他

大学院修了者の就職先

製薬・医療関係企業

医療機関

教育・研究機関

その他

ヘルスケア・
バイオ関連企業

食品関連企業

生命科学科卒業生の進路

大学、研究機関、企業で研究者や医療産業従事者

として活躍！

卒業生の約８割が
大学院へ進学

「医学部パンフレット」より
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Let’s Enjoy Science !



生命の謎を解き明かしたい！医療に貢献したい！
・・・そんな皆さんとお会いできるのを楽しみにしています
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